
金

綱

集

の

研

究

―「華
厳
宗
見
聞
」
を
拝
し
て
―

(目
次
)(

一
)
　

は
じ
め
に

・
日
向

の
伝

・
日
向

の
著
述

・
金
綱
集

の
写
本

・
金
綱
集
底

本
系

遺
文

・
検
討

(
ニ
)
　

日
進
本
と
日
王
丸
本

に

つ
い
て

・
構
成
と
同
異

(
三
)

引
用
経
論
釈
に

つ
い
て

・
「
華
厳
宗
見
聞
」
が
引
く
典
籍

に

つ
い
て

・
『
大
三
界
義
』
に

つ
い
て

・
『
弘
決
外

典
抄
』

に

つ
い
て

・
『
華
厳
宗

立
祖
義

』

に
つ
い
て
、

(
四
)
　

日
蓮
遺
文
と

の
関
連

に

つ
い
て

・
開
目
抄
を
視
座

に
据

え
て

(
五
)
　

む
す
び

印
度
學
佛
教
學
研
究
第

四
十
四
巻
第

一
号

平
成
七
年
十
二
月

中

條

暁

秀

(
一
)
　

は
じ

め
に

―
日
向
の
伝
―

佐
渡
日
向

(
一
二
五
三
～
一
三
一
四
)
は
、
三
十
歳
に
し
て
日
蓮
の
遷

化
に
あ
い
、
六
老
僧

の
一
人
と
し
て
守
塔
輪
番

の
班

に
列

せ
ら
れ

た

が
、
偶

々
有
縁

の
地
で
あ
る
上
総
茂
原
の
領
主
斎
藤
兼
綱
の
屈
請
で
妙

光
寺
に
住
し
、
こ
の
地
に
法
幢
を
掲
げ
た
の
で
あ
る
。

祖
滅
三

・
四
年
頃
、
招
か
れ
て
身
延
山
に
登
り
、
学
頭
と
し
て
日
興

を
扶
け
、
後
、
正
応
元

(
一
二
八
八
)
年
白
蓮
日
興

の
身

延
退
出
に
伴

い
、
地
頭
の
波
木
井
実
長
と
相
談
の
上
、
身
延
山
第
二
世
の
法
燈
を
継

承
し
て
い
る
。

時
に
三
十
六
歳
、
身
延
山
の
経
営
と
教
学

の
興
隆
に
尽
力
し
、
在
山

二
十
六
年
、
法
燈
を
大
進
日
進

(
一
二
七
一
～

一
三
三
四
)
に
譲

り
、
自

ら
上
総
法
華
谷
に
退
き
、
正
和
三

(
一
三
一四
)
年
九
月
三
日
化
、
寿
六

十
二
歳
。
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―
日
向
の
著
述
―

日
向

の
著
述
は
、
『
金
綱
集
』
十
巻
が
有

名
、
他
に

『
日
蓮
聖
人
行

業
記
』
が
あ
る
が
、
名
を
残
す
の
み
で
現
在

一
切
不
明
。
そ
し
て
、
日

向
に
仮
托
さ
れ
た
後
世
の
成
立
の

『御
講
聞
書
』
九
十
ケ
条
が
あ
る
。

―
金
綱
集
に
つ
い
て
―

金
綱
集
は
、
日
向
が
日
蓮
晩
年
の
身
延
山
西
谷
で
の
講
義
を
自
ら
見

聞
す
る
と
こ
ろ
を
記
し
た
も
の
で
、
内
容
的
に
は
諸
宗
の
大
綱
を
明
瞭

に
す
る
こ
と
が
そ
の
主
眼
で
あ
る
。
要
は
、
諸
宗
対
論
用
意

の
た
め
の

素
材
と
し
て
編
ま
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

―
金
綱
集

の
写
本
―

金
綱
集
全
十
巻
は
、
『
日
蓮
宗
々
学
全
書
』

一
三

・
一
四
巻
に
収
録
。

そ
の
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
身
延
山
久
遠
寺
に
現
存
す
る
日
王
丸

本

・
日
進
本

・
日
善
本

・
日
全
本

・
日
定
本

・
日
悟
本

・
日
肝
本

・
筆

者
未
詳
本
、
東
京
堀
之
内
妙
法
寺
の
日
進
本
、
京
都

本
法
寺

の
日
祐

本
、
上
総
茂
原
藻
原
寺
の
藻
原
抄
本
、
等
々
祖
滅
四
十
六
年
か
ら
二
百

二
年
ま
で
の
古
写
本
を
、
総
合
補
綴
し
て
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。

―
金
綱
集
底
本
系
遺
文
―

金
綱
集
に
は
、
日
蓮
遺
文
と
共
通
す
る
文
が

か
な

り
あ

る
。
例
え

ば
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は

『法
華
真
言
勝
劣
事
』
(定
遺
三
〇
二
～

三
一
〇
頁
)
・
『真
言
見
聞
』
(定
遺
六
四
九
～
六
六
〇
頁
)
・
『
本
門
戒
体
抄
』

(定
遺

一
七
二
二
～

一
七
二
八
頁
)
の
三
遺
文
は
、
金
綱
集
と
全
同
。
し
か

も
、

こ
れ
ら
三
遺
文
は
旦
連
の
撰
で
は
な
く
、
金
綱
集
を
底
本
と
し
て

成
立
し
た
遺
文
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
筆
者
は
こ
れ
ら

の
遺
文
を
、

金
綱
集
底
本
系
遺
文
と
称
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
『法
華
真
言
勝
劣
事
』
と

『真
言
見
聞
』
は
、
宗
全

一

三
巻
所
収
の
金
綱
集
第
六

「真
言
宗
見
聞
」

と
同
。
『本
門
戒
体
抄
』

は
、
宗
全

二
二
巻
所
収
の
金
綱
集
第
二

「
小
乗

三
宗
見
聞
」
と
同
。
そ

の
他
、'
部
分
共
通
乃
至
類
似
の
も
の
は
数
多

く
あ
る
。
(
1
)

―
検
討
―

金
綱
集
の
冒
頭
に
位
置
す
る
の
が

「華
厳

宗
見
聞
」
第

一
(宗
全

一
三

巻
所
収
)
で
あ
る
。
そ
こ
で
拙
稿

は
、
「華
厳
宗
見
聞
」
を
視
座

に
据

え
、
(
a
)
日
進
本
と
日
王
丸
本
に
つ
い
て
、
(
b
)
引
用
経
論
釈
の
問
題

に
つ

い
て
、
(
c
)
日
蓮
遺
文
と
の
関
連
に
つ
い
て
、

の
三
点
に
問
題
を
絞
り
、

少
し
く
考
察
す
る
も

の
で
あ
る
。

(
二
)
　

日
進

本

と
日

王
丸
本

に

つ
い

て

金
綱
集
第

一
に

「華
厳
宗
見
聞
」
(
一
巻
)
が
あ
る
。
日
向

の
直
筆
本

は
伝
わ
ら
ぬ
が
、
日
向

の
愛
弟
子
身
延
山
第

三
世
大
進
日
進
の
筆
に
な

る
も
の
が
東
京
堀
之
内
妙
法
寺
に
現
存
。
も

う

一
本
は
、
日
王
丸

(伝

不
詳
)
の
手
に
な
る
も
の
が
身
延
山
に
藏
さ
れ

て
い
る
。

両
本
の
奥
書
を
ま
と
め
る
と
左
の
通
り
で
あ

る
。
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さ
て
、
金
綱
集
の

「華
厳
宗
見
聞
」
の
構
成

は
、
『
日
蓮
宗
々
学
全

書
』
一
三

巻
の

「条
目
」
(
一
頁
)
に
よ
れ
ぽ
、
二
十
五
の
項
目
か
ら
成

っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
日
進

・
日
王
丸
の
両
本
を
比
較
対
照
し
て
見
る
と
、
必
ず

し
も
両
本
同

一
で
は
な
く
、
幾

つ
か
の
存
没
が
見
ら
れ
る
。
今
、
そ
の

主
た
る
個
所
を
述
べ
れ
ば
、

ま
ず
日
王
丸
本
に
つ
い
て
い
え
ば
、
項
目
1
、
「釈
尊
系
譜
事
」
と
項

目
2
、
「
八
相
成
道
年
紀
異
説
事
」
は
、
巻
初

(二
頁
)
か
ら

一
〇
頁
四

行
に
至
る
全
文
、
項
目
22
、
「
記
小
久
成
之
破
折
」

の
全
文

(四
八
頁
三

行
～
五
〇
頁
五
行
)
が
欠
。

次
に
、
日
進
本
に
つ
い
て
い
え
ば
、
項
目
11
、
「華
厳
祖
師
製
作
書
」

の
五
〇
頁
六
行
以
下
五
二
頁
三
行
に
至
る
全
文
が
欠
。

な
ど
、
注
意
を
要
す
る
処
が
あ
る
。

し
か
ら
ぽ
、
日
進
及
び
日
王
丸
が
書
写
す
る
に
当

っ
て
底
本
と
な

っ

た
金
綱
集
は
同

一
の
も

の
か
否
か
、
興
味
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
然

元
は

一
本
で
あ
ろ
う
が
、
金
綱
集
は
身
延
門
流
の
秘
書
と
し
て
相
伝
さ

れ
た
、

い
わ
ゆ
る

「相
伝
書
」
で
あ
る
。
な
る
が
ゆ
え
に
、
伝
写
を
重

ね
る
段
階
に
お
い
て
、
増
幅

・
割
愛
が
な
さ
れ
て
、
幾

つ
か
の
系
統
の

金
綱
集
が
生
じ
た
も
の
で
な
か
ろ
う
か
。

現
時
点
の
筆
者
の
印
象
を
申
せ
ば
、
両
本
は
そ
れ
ぞ
れ
伝
写
の
系
統

金
綱
集
の
研
究

(中

條
)

を
異
に
し
た
金
綱
集

に
依
拠
し
て
い
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な

お
、
拙
稿
は
宗
全
一
三

巻
所
収
の

「華
厳
宗
見
聞
」
を
用
い
て
の
検
討

と
な
る
。

(
三
)
　

引

用
経
論

釈

に

つ
い
て

周
知
の
よ
う
に
、
日
蓮

の
弘
教
の
基
本
姿
勢
は
折
伏
に
あ
る
。
し
た

が

っ
て
、
そ

の
教
学

の
大
き
な
特
色
の

一
つ
に
、
充
分
に
吟
味
さ
れ
た

経
論
釈
を
援
引
し
て
、
自
説
の
援
証
と
す
る
文
証
主
義
が
あ
る
。

こ
の
精
神
は
、
金
綱
集

「華
厳
宗
見
聞
」

に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

端
的
な
個
所
を

一
点
挙
げ

れ
ぽ
、
項
目
22
、
「
記
小
久
成
之
破
折
」
中

に
い
う
、

人
師
之
胸
説
不

可

用

之
、
依
法
不
依
人
是
也
、
(宗
全
一
三
―
四
八
頁
)

に
象
徴
さ
れ
よ
う
。

さ
て
、
前
に
筆
者
は
、
金
綱
集
は
諸
宗
対
論
問
答
用
意
の
た
め
の
素

材
と
し
て
編
ま
れ
た
、
と
述
べ
た
が
、
金
綱
集

「
華
厳
宗
見
聞
」
に
は
、

華
厳
経
を
中
心
と
し
た
典
籍
が
列
挙
さ
れ
、
厖
大
な
書
冊
が
引
用
さ
れ

て
い
る
。
よ
っ
て
、
以
下
の
四
点
(
1
)「華
厳
宗
見
聞
」
が
引
く
典
籍
に

つ
い
て
、
(
2
)『大
三
界
義
』
に
つ
い
て
、
(
3
)『弘
決
外
典
抄
』
に
つ
い

て
、
(
4
)『華
厳
宗
立
祖
義
』
に
つ
い
て
、
を
検
す
る
。

―「華
厳
宗
見
聞
」
が
引
く
典
籍
に
つ
い
て
―

「
華
厳
宗
見
聞
」
が
引
く
典
籍
は
、

華
厳
経

(六
十
華
厳

・
八
十
華
厳
・

四
十
華
厳
)、
華
厳
五
教
章
、
華
厳
経
疏
、
華
厳
宗
立
祖
義
、
新
華
厳
経
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論

(金
綱
集
は
合
論
と
い
う
)

法
華
経
、
梵
網
経
、
無
量
義
経
、
普
賢
菩
薩
証
明
経
、
阿
育
王
経
、

浴
仏
功
徳
経

十
住
毘
婆
娑
論
、
大
智
度
論
、
僧
史
略
、
法
華
五
百
問
論
、
摩
詞
止

観
、
法
華
文
句
、
法
華
玄
義
、
金
剛
般
若
経
疏

(智
顗
撰
)、
開
皇
三
宝

記
弘
決
、
文
句
記
、
唐
大
和
上
東
征
伝

法
華
秀
句
、

守
護
章
、

依
憑
天
台
集
、

天
台
法
華
宗
義
集
、

義
綱

集
、
法
華
迹
門
観
心
絶
待
妙
釈
、

一
乗
要
決
、
大
三
界
義
、
弘
決
外
典

抄
、
な
ど
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
引
用
経
論
釈

の
出
典
等
の
確
認
の
出
来
る
も
の
は

い
い
が
、
八
点
確
認
の
出
来
ぬ
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
因
果
経
、
本

起
因
縁
経
、
瑞
応
経
、
仏
住
論
、
周
記
、
釈
霊
実
年
代
記
、
文
選
頭
陀

寺
碑
文
、
薩
婆
多
論
、
な
ど
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
は
項
目
2
、

「八
相
成
道
年
記
異
説
事
」

に
集
中
し
て
い
る
。

―『大
三
界
義
』
に
つ
い
て
―

金
綱
集
の
項
目
1
、
「釈
尊
系
譜
事
」

の
冒
頭

か
ら
大
幅
に
引
用
さ

れ
る
典
籍
が
源

信

(九
四
三
～

一
〇

一
七
)
著

の

『大

三
界
義
』
で
あ

る
。
こ

の

『
三
界
義
』
(『恵
心
僧
都
全
集
』
第
三
巻
所
収
)
は
、
源
信

が

欲
界

・
色
界

・
無
色
界
に
つ
い
て
、
倶
舎
論
を
始
め
、
大
小
乗
の
諸
経

論
章
疏

に
依
る
資
料
的
論
究
で
、
そ
の
細
目
は

六
十

三
に
亘
り
、
通

計
、
百
九
十
五
問
答
よ
り
成
る
も
の
で
あ
る
。
(
2
)

そ
こ
で
、
金
綱
集
が
引
く

『
三
界
義
』
は
、
そ
の
細
目
53
、
「
一

大

阿
僧
紙
之
事
」、
細
目
54
、
「
劫
初
以
後
三
種
次
第
之
事
」
に
つ
い
て
問

答
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
、
全
同
。
図
示
す

る
と
左

の
ご
と
く

で
あ

る
。『三
界
義
』
(恵
全
二
巻
)

『
金
綱
集
』
(宗
全

一
三
巻
)

六
五
八
頁
八
行
～
六
六
二
頁

一
頁
五
行
～
四
頁

一
行

一
〇
行

と
こ
ろ
で
、
こ
の

『
三
界
義
』
の
日
蓮
遺
文
で
の
引
用
は
、
管
見
の

限
り
で
は
あ
る
が
、
前
に
述
べ
た
金
綱
集
底

本
系
遺
文
の

一
つ
で
あ
る

『真
言
見
聞
』
(定
遺
六
五
二
頁
、
宗
全

一
三
―
二
二
七
頁
)
の
み
で
は
な
か

ろ
う
か
。
加
え
て
、

引
用
箇
所
も
前
出
の
細

目
54
、

「劫
初
以
後
三
種

次
第
之
事
」
と
同
。
と
な
る
と
、
『
三
界
義
』

は
日
蓮
遺
文
に
は
引
か

れ
ず
、
金
綱
集
の
み
の
引
用
と
な
ろ
う
か
。

1
『
弘
決
外
典
抄
』

に
つ
い
て
―

金
綱
集
の
項
目
2
、
「
八
相
成
道
年
紀
異
説

事
」
中
に
、

弘
決
外
典
抄
第
二
云
、
牟
尼
位
居

太
子

身
證
二特
尊
↓
當
二昭
王
之
盛
年
↓

為
二閻
浮
之
教
主
↓
周
書
異
記
云
、
周
昭
王
二
十
四
年
甲
寅
之
歳
四
月
八
日
、

江
河
泉
池
忽
然
汎
漲
、
井
水
並
皆
溢
出
等

(宗
全
一
三
―
四
頁
)

と
、
『
弘
決
外
典
抄
』
(写
本
立
正
大
図
書
館
蔵

.
抄
二
―
九
左
右
)
が
引
用

さ
れ
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
『
弘
決
外
典
抄
』
は
村
上
天
皇

の
皇
子
具
平
親
王
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(九
六
四
～

一
〇
〇
九
)
の
選
述
に
か
か
る
も
の
で
、
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』

の
中

の
外
典
を
抄
出
し
て
注
釈
し

た
も

の
で
あ

る
。
そ
の
執
筆
の
動

機

、
目
的
は
そ
の

「
序
」
に
、

去
年
有

一
僧

相
語
日
我
宗
法
文
多
引

外
典

就

中
弘
決
輔
行
記
太
為

繁

粋

後
来
末
学
不

必

兼
習
剛況
転
写
之
間
点
画
多
誤
披
読
之
処
文
義
易

迷

羨
勘

本
書

以
決

疑
滞

余
自
知

不
文

再
三
辞
謝
然

而
苦
請
不

休
難

得

黙
止

今

直
鈔

外
典
之
文

引

本
書

而
注

之

(写
本
立
正
大
図
書
館

蔵

・
「
序
」
)

と

あ

る

に
よ

っ
て
、

ま

た
、

先
写

一
本

敬
贈

多
武
岑
賀
公

(写
本
立
正
大
図
書
館
蔵
・
「序
」)

と
あ
る

か
ら
、
多
武
峯

の
増
賀
上
人
の
何
ら
か
の
働
き

か
け

に
よ
っ

て
、
本
書
が
成

っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
(
3
)

そ
し
て
、

こ
の

『弘
決
外
典
抄
』
に
は
、
引
用
さ
れ
る
外
典
と
し
て

六
〇
部
に
も

の
ぼ
る
書
目
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
止
観
の
研
究
に
は
外

典
の
知
識
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
宝
地
房

証
真
(生
没
年
不
詳
平

安
時
代
末
の
人
)
が
、
『
止
観
私
記
』
に
、

此
中
弘
決
所

引
外
典
。
別
有

親
王
抄
注
幻
再
不

論

之
。
(大
日
本
仏
教

全
書
二
二
―
七
八
七
頁
下
)

と
い
う
研
究
方
針
を
示
し
て
以
来
、
『
弘
決
外
典
抄
』
が
直
ち

に
止
観

の
思
想

を
求
明
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
認
識
が

一
般
化
さ

れ
学
者

の
間
で
等
閑
視
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
解

翻

っ
て
、
日
蓮
遺
文
の

『佐
渡
御
書
』
の
冒
頭

に
は
、

金
綱
集
の
研
究

(中

條
)

外
典
抄

・
文
句
二

・
玄
四
本
末

・勘
文
・
宣
旨
等
こ
れ
へ
の
人
々
持
ち
て
渡

ら
せ
給
へ
」
(定
遺
六
一
一
頁
)

と
あ
り
、
追
申
に
は
、

外
典
書
貞
観
政
要
す
べ
て
外
典
の
物
語
、
八
宗
の
相
伝
等
、
此
等
な
く
し
て

は
消
息
も
か
か
れ
候
は
ぬ
に
、
か
ま
へ
て
か
ま
へ
て
給
候
べ
し

(定
遺
六

一

九
頁
)

と
あ
る
。
こ
の
場
合
の

『
外
典
抄
』
、
今

い

う

『
弘
決
外
典
抄
』
な
の

か
、
そ
れ
と
も
唯
単
な
る
仏
教
以
外

の
典
籍

の
称

な

の
か
、
興
味
深

い
。中
山
三
世
日
祐

(
一
二
九
八
～

一
三
七
四
)

の

『本
尊
聖
教
録
』
に
は
、

「外
典
抄
要
文
」
(定
遺
二
一二
七
六
頁
)、
「外
典
要
文
」
(定
遣
二
七
三
九
頁
)、

「外
典
聞
書
」
(定
遺
二
七
四
〇
頁
)
の
書
目
が

見

え
、
ま
た
、
『
弘
決
外

典
抄
』
の

一
本
が
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
身
延
山
久
遠
寺
経
藏
に
架
藏
さ

れ
、
宝
永
四

(
一
七
〇
七
)
年
多
武
峯
寿
命
教
院
沙
門

光

栄

は
、
身
延

山
第
三
十
三
世
遠
沾
院
日
亨

(
一
六
四
六
～

一
七
二

一
)
か
ら
同
寺

に
本

書

の
蔵
す
る
を
知

っ
て
、
こ
れ
を
底
本
と
し

て

『弘
決
外
典
抄
』
を
上

梓
す
る
に
至

っ
た
。
(
5
)

本
書
が
金
綱
集

に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
日

蓮
が
身
延
山
西
谷
で
講
義
を
な
さ
れ
て
い
た
時
、
既
に
身
延
山
に
あ

っ

た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

―『華
厳
宗
立
祖
義
』
に
つ
い
て
―

『
華
厳
宗
立
祖
義
』
は
、
金
綱
集
の
項
目

19
、
「法
華
華
厳
勝
劣
事
」

に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「華
厳
宗
立
祖
義
云
了
浩

(洪
)
述
」
と
し
て
、
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金
綱
集
の
研
究

(中

條
)

原
夫
仏
之
出
世
本
意
、
為

大
華
厳

故
、
○
我
宗
諸
祖
示

迹
本
意
、
亦
為

弘

華
厳

故
、
○
凡
皆
為

尊

華
厳
一也
、
前
古
判
教
理
義
起
盡
無

出

天

台

独
未
盡

華
厳
之
意

皆
未

得

意
者
也

(宗
全

一
三
―
三
六
頁
)

と
述
べ
、
天
台
否
認
の
語
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
了
浩

(洪
)
と

い
う

人
物
、
伝
不
詳
。
ま
た
、
著
述
等

一
切
不
明
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日

蓮

の
著

述
の
三
ケ
所
に

『華
厳
宗
立
祖
義
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

一
　つ
は
、
「
此
事
日
蓮
当
身
大
事
也
」
(定
遺
七
二
一
頁
)
と
い
う

『観

心
本
尊
抄
』
の
十
八
番
問
答
の
問
の
と
こ
ろ
に
、

了
洪
云
天
台
独
未

壷
二華
厳
之
意

等
云
云
。
(定
遺
七
〇
八
頁
)

と
引
か
れ
、

二
　つ
は
、
金
綱
集
が
編
ま
れ
た
理
由
と
同
じ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
が
、
諸
宗
破
折
の
た
め
に
、
諸
宗
所
依
の
経
論
釈
か
ら
要
文
を
引
用
・

し
、
諸
宗
の
教
義
の
論
拠
を
示
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る

『
注
法
華
経
』

の

「結

巻
」

の
と
こ
ろ
二
ケ
所

(山
中
喜
八
氏
編
著

『定
本
注
法
華
経
』
下

巻
―
五
九
一
～
二

.
六
二
九
頁
)、
○
印
を
含
め
て
、
金
綱
集
と
全
同
の
文

が
あ
る
。

正
に
こ
れ

ら

は
、
『
日
蓮
遺
文
』
・
『
注
法
華
経
』
・
『
金
綱
集
』
と
い

う
三
者

の
緊
密
な
関
係
を
示
す
証
左
と
な
ろ
う
。

四

日

蓮
遺

文

と

の
関

連

に

つ
い
て

「
日
蓮

一
期
大
事
」
(定
遺
五
六

一
頁
)
と

い
い
、
「
か
た
み
」
(定
遺
五

九
〇
頁
)
と
も
い
う

『開
目
抄
』
に
注

目
し

て
、
金
綱
集

の
華
厳
宗
見

聞
」
と
の
共
通
乃
至
類
似
部
分
に
つ
い
て
主
た
る
も

の
を
ま

と

め
る

と
、

『
開
目
抄
』
(定
遺
)

『
金
綱
集
』
(宗
全

一
三
巻
)

・
　

五
四

一
頁

二
六
～
七

・
四
八
頁

・
　

五
五
二
頁

二
四
頁

・
　

五
七
九
頁

一

五
〇
頁

と
な
る
。
他
、
細
か
な
共
通
乃
至
類
似
の
個
所
は
多

々
あ
り
、
『顕
謗

法
抄
』
・
『聖
密
房
御
書
』
・
『報
恩
抄
』
等

々
中
に
も
幾

つ
か
見

ら
れ

る
。
そ
の
具
体
的
な
報
告
は
稿
を
改
め
る
と

し
て
、
金
綱
集
に
し
て
も

日
蓮
遺
文
に
し
て
も
、
対
華
厳
宗
の
基
本
姿
勢
は
、

(
1
)

『開
目
抄
』
が

「経

ハ
権
経
」
(定
遺
五
七
九
頁
)、
金
綱
集
は

「己

力
経

ノ
権
教

ニ
シ
テ
」
(
一
三
巻
―
二

一頁
)
・
「
日
本
国

ノ
華
厳
宗

ハ
小

乗
也
」
(同
1
五
二
頁
)
と
の
言
で
あ
る
。

(
2
)

『開
目
抄
』
が

「華
厳

・
・
…

二
乗

作
仏

を
隠
の
み
な

ら

ず
、
久
遠
実
成
を
説
か
く
す
」
(定
遺
五
五
二
頁
)
と
の
言

に
添
う
よ
う

に
、
金
綱
集
も
項
目
17
、

「
二
乗
不
作
仏
文
」
・
項
目
22
、

「記
小
久
成

之
破
折
」
の
項
を
設
け
て
、
同
趣

の
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。

等
、
そ
れ
は
正
に
同
と
い
え
よ
う
。

(
五
)

む
す

び

如
上
の
検
討
を
踏
ま
え
、
興
味
あ
る
数
項
を
列
挙
し
て
む
す
び
と
す

る
。
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(
一
)

金

綱

集

の

日

進

本

・
日

王

丸
本

を

拝

し

て

の

印

象

で

あ

る

が

、

両

本

は
伝

写

の
系

統

を

異

に
し

た

金
綱

集

に
依

拠

し

て

い
た

も

の

の
よ
う

に
思

わ

れ

る

。

(
二

)

金

綱

集

が

引

用

す

る

『
弘

決

外

典

抄

』

は

、

『
佐

渡

御

書

』

に

い
う

「
外

典
抄

」

と

イ

コ
ー

ル
な

の

で
あ

ろ

う

か
。

(
三

)

「
華

厳

宗

立
祖

義

了
浩

述
」

の

一
連

の
文

を

通

じ

て

思

う

こ
と

は
、

『
注

法

華

経

』
・
『
日
蓮

遺

文

』
・
『
金

綱

集

』

と

、

三

者

そ

れ

ぜ

れ

密

接

な

関

係

に
あ

る

こ
と

が

確

認

さ
れ

る

。

1
　
拙
稿

「
金
綱
集

の

一
考
察
」

(
四
三
七
～
四
五
四

『
日
蓮
教

団

の

諸
問

題
』
)
を
参
照
さ
れ

た

い
。

2
　

八
木
昊
恵
氏

『
恵
心
教
学

の
基
礎

的
研

究

』

(四

一
五
～
九
)
を
参
照

さ
れ
た

い
。

3
　

納
富
常
天
氏

「
東
国
仏
教

に
お
け
る
外
典

の
研

究

と

受
容
」

(
一
一
六

～
七
)
『
金
沢
文
庫
資
料

の
研
究
』
)

を
参
照
さ
れ
た

い
。

4
　

『
日
本
仏
教
典
籍
大
辞
典
』

(
二
二
〇
～

一
)
を
参
照
さ
れ
た

い
。

5

『
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
』

(
三
〇
〇
～

一
)
を
参
照
さ
れ
た

い
。

な
お
、
『
昭
和
定
本

日
蓮
聖
人
遺
文
』

は
定
遺
、
『
日
蓮
宗

々
学
全
書
』

は

宗
全
、
『恵

心
僧
都
全
集
』

は
恵
全
、

と
そ
れ
ぞ
れ
略
称
し
た
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

弘
決
外
典
抄
、

三
界
義
、

日
向

(身
延
山
大
学
教
援
)

金
綱
集

の
研
究

(
中

條

)

新
刊
紹
介

平
川
彰
著
作
集

第

一
六
巻

二
百
五
十
戒

の
研
究
I
I
I

A
5
版

・
六
三
五
頁

・
定
価

一
一
、
三
三
〇
円

春
秋
社

・
平
成
六
年

一
一
月

平
川
彰
著
作
集

第

一
七
巻

二
百
五
十
戒

の
研
究
Ⅳ

A
5
版

・
六
五
六
頁

・
定
価
一
一

、
八
四
五
円

春
秋
社

・
平
成
七
年

一
一
月
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